「日本文学概論B（近代文学）」（100分授業、全14回）シラバス
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	科目概要
	日本文学における文学史上重要な位置を占める作品を、近世末から近代文学まで、おおよそ年代順やジャンルごと（韻文・散文など）に通観することで、それぞれの時代の作品の集合がどのような特徴を持ち、どのような人達によってつくられ、どのように読まれたかを理解する。その文学作品の読まれ方（創られ方）や、読者層は、時代ごとの出版メディアの変化とも深くかかわっており、それらが作品に与えた影響も考察する。日本文学の歴史を学び、基礎知識を身につけるだけではなく、日本文学の特質を肌で感じながら味わい、今後専門的に学んでゆく基礎力を培う。

	到達目標
	１．近代日本文学の歴史的、地理的な範囲、変遷について、総合的に説明できる。（専門的知識・洞察力・分析力）
２．近代日本文学作品の題材、作家、読者とその意識形成への関わりを、総合的に説明できる。（専門的知識・洞察力・分析力）
３．近代日本文学作品の性質を、経済や歴史、メディアの発展などと関連付けながら、総合的に説明することができる。（幅広い教養・分析力・論理的思考力）
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	評価の方法と配分
（評価の方法は2つ以上示すこと）
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